
令和 7 年度 第 2 回 グループホームひだまり 

運 営 推 進 会 議 記 録 

 

会議日時 令和 7 年 6 月 12 日（木曜日）18 時 00 分～18 時 30 分 

会議場所 グループホームひだまり 

 

利用者家族      （利用者及びその家族） 

富岡町内会 会長 元稚内市地域包括支援センター長 

           （認知症対応型共同生活介護に知見を有する者） 

はまなす町内会 会長 （地域の住民の代表） 

稚内市生活福祉部長寿あんしん課包括グループ （稚内市職員） 

事務局長･所長他３名 

 

１ 開会 

 

２ 挨拶 

事務局長より挨拶。役員変更にて副理事長に代わって今後は事務局長が運営推

進委員会に参加となる。 

  

３ 令和 6 年度運営状況等に関する経過報告について 

所長より利用実績、行事等の実施状況、事業の適正推進に向けた各種取り組

みの状況について資料に沿って説明行う。4.5 月は入退院があったため延べ人数

が 4 月は 13.7 人、5 月は 13.8 人と少なかったこと報告。行事実績については誕

生日会では、昨年度の母の日レクで注文した市内洋菓子店のプリンが利用者様

に好評であったため利用者様の意見を取り入れ再度注文しみんなで召し上がっ

ていいただいた。また、５月には天北緑地の桜の満開の時期にドライブレクと

して花見に出かけ利用者様に喜んでいたただけたこと報告。 

事業の適正に向けた取り組みに関しては、事業所職員が災害応急対策訓練の

防災講話に参加。その他、非常災害訓練も実施したこと報告。非常災害訓練で

は 

ユニット２利用者の居住が建物の２階であり介護度の重度化も進んできている

ため課題である。同時に消火器の取り扱い研修も実施、実際に消火器を使用し、

取り扱い方法について全職員が適切にできるように研修を実施した。 

 

４ その他 

 知見担当委員より、入居者が上限 18 名のところ 14 名だが理由は何か。職員

不足で入居制限をかけているのか、それとも利用申し込み者がおらず空室があ

るのか質問あり。所長より、待機者は 10 名ほどおり申込者はたくさんいるが、

職員不足により体制が整わず空室があるのが現状。次回の運営推進会議で報告



予定であったが 6 月頭に新規利用者 1 名が入居されており空室は 3 室となって

いる、このあともう 1 名はすぐに入居してもらいたいと思っていると返答。 

事務局長より、スタッフ不足は深刻でありインターネットによる求人を行って

みたりしている。人は来るが、介護のイメージと実態の違いに契約とはならな

いことがあった。法人として、外国人の雇用も考えており現在いろいろな会社

と話しを聞いたり動いている途中である。外国人雇用も手続きや準備で最短で

半年はかかる、利用者の重度化も進んでおり医療が必要な方も増えている状態

であり職員確保は早く行いたいところである。 

知見担当委員より、グループホームではなく特養化しているため職員の荷重

は気になるところではあるが、利用者をいれて経営維持に努めてほしい。 

地域住民代表委員より、今年度もはまなす町内会で子供神輿の巡回を行う、

子供たちの都合もあり時間通りとはならない、施設の近くになったら電話連絡

をする、今年もやりとりをして進めていけたらと思う。 

 


